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著論文として掲載された。    
 工藤龍太・志々田文明「合気道における合気の意味：植芝盛平とその弟子たちの言説
を中心に」．体育学研究． Vol. 55 (2010), No. 2, pp.453-469 
 








（2） 神（愛）との和合。盛平は 1920 年以来、大本教指導者・出口王仁三郎の下で信仰
に入った。出口の史料には、後に盛平が合気との関連で強調する神の愛（1903）、神
人合一（1921）、神の大愛（1935）といった言葉がみられる。出口は盛平の武道（大
東流合気柔術）を実戦的且つ大本教の思想に適う至上のものと評価し、同時代の柔道
や剣道を批判した。一方、出口は大本教の信仰（文）を重視した文武両道を理想とし
た。また、不当な暴力を否定して大本教が教旨に掲げる理想郷の建設のための手段と
した。盛平は「地上一切の武術を一丸として是らを卒い」、「世界皇道の實現」に邁進
するという理念を基本的に受け継ぎ、合気を理念として考えた。人間は、森羅万象を
生成化育する宇宙、天地、あるいは神の大愛によって生かされている。合気の実践は
神（愛）との和合であり、「心身の浄化」である。心身を浄化し、神との和合によっ
て地上天国を建設すると考える武道家・盛平は、戦前期、大本教の指導者・出口王仁
三郎の武道論をより社会的な意味で発展させ、（2）の合気を考案した。しかし、盛平
の武道は形稽古に終始するため、その合気の「実践」は武道としての実戦性が検証さ
れず、武道の解釈と盛平の武道のあり方のあり方について問題を孕む淵源となった。 
 
 著者は結論的に合気の意味を、「相手の攻撃を止め、崩す」技術性と、「神（愛）との
和合」の精神性に求めている。前者は、植芝の弟子、海軍大将竹下によって克明に記述され
た「乾・坤」、また、植芝の著作『武道練習』（1933）、『武道』（1938）などから合気の
技の実体を明らかにしたものである。後者は植芝の解釈を示したものである。これについて
は、植芝の信仰生活における師である大本教指導者・出口王仁三郎関係史料と植芝の言説を
丹念に照合し、分析するなかで明らかにされた。これまでの識者の理解を史料の博捜によっ
て実証的に再確認した点が評価される。加えて著者は、植芝の合気をめぐる思想の展開につ
いて、代表的直弟子たちの思想と行動を分析し、合気の意味の展開の様相について整理し、
歴史研究を現代の問題と関連づけて考察している。 
 以上のように、本研究が今後の合気道の歴史と思想を考察していく上で、これまでにな
い基礎的研究となることは明らかであり、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分
値するものと認める。 
以 上 
 
